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2月 27日(金)の予定 

休会（クラブ定款） 

3月 6日(金)の予定 

雑誌評論、水と衛生特集 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/福田雅春  

副委員長/北澤清隆 委員/土屋久 

籾山志基 百瀬敏男 太田隆治 

 

２０２５－２０２６年度会報 

会長／村山智計 幹事／吉池裕一 

 事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

通常例会         ホテル・ブエナビスタ 

司会        百瀬敏男会場監督副委員長 

点鐘 12:30           村山智計会長 

国歌「君が代」「奉仕の理想」 斉唱 

【ゲスト】◇スピーチコンテスト第１位  

チャンチーユエン様  信州大学グローバル化推進センター 

リ コウリン様  松本大学 交換留学生 

◇米山奨学生   

鄭 佳妮（ﾃｲ ｶﾆ）様 

 

【ビジター】 

◇信州友愛ロータリークラブ  

笠原芳子会長  

石田恵美  

奉仕プロジェ

クト委員長 

 

【今月の祝・表彰】 

☆会員誕生：浅川雅史君、村山智計君 

☆夫人誕生：浅川雅史君、籾山志基君、三澤敏宏君、

高木守君  ☆結婚記念祝：内山真由美君 

☆皆出席：太田隆治君（32年）、望月一将君（18年） 

 内山真由美君（10年） 

会長挨拶     村山会長 

初めに先週行われた工場見学に

つきまして、一言お礼を申し上げた

いと思います。この度は、三澤副幹

事に大変お世話になり、貴重な工

場見学の機会をご提供いただきました。普段なかなか目に

することのできない現場を拝見し、会員一同、大変有意義

で学びの多い時間を過ごすことができました。 

本日は、留学生日本語スピーチコンテストで見事 1 位を

受賞された、チヤン・チーユエンさん、リコウリンさんをお迎

えし、スピーチを披露して頂きます。また、オンライン中心の

Eクラブ運営をされている信州友愛 RCより、笠原様石田様

をお迎えしております。今回は「リアルの例会を体験してみ

たい」とのお申し出をいただき、ご来会となりました。笠原会

長とは、RLI でご一緒したご縁もあり、こうしてお会いできる

ことを大変嬉しく思っております。 

ぜひ本日は、皆様からも」オンライン例会の運営方法など

についてお話を伺っていただければと思います。 

幹事報告               吉池幹事 

１２月のロータリーレートは、１ドル１５４円です。 

２．ロータリーの友事務所より、２０２６―２７年度版ロータ

リー手帳予約のご案内です。特別月間、行事予定など

を掲載しています。また付録のロータリー関連資料には、

ロータリー用語など活動に役立つ情報も入ります。価格

は税込み８８０円、予約の締め切りは２月２５日です。 

３．例会変更は、引き続き現在どのクラブでもビジ

ター受付は実施されていません。ご了承ください。       

出席委員会報告          小畑委員長 

本 日 2月 6日 欠席 5名 出席率約 83.3％ 

ニコニコＢＯＸ報告            高木委員 

・笠原会長、石田委員長、チャンチーユエンさん、リコウ

リンさん ようこそお越し頂きました。村山会長、吉池幹事 

・本業多忙のため 1月欠席しました。参拝ありがとうござ

いました。井上様毎日参拝ありがとうございま

す。太田様眞峯様特別機等ありがとうござい

ました。越場君 

・税理士法人百瀬会計の合併登記が完了し

ました。ニコニコ。百瀬敏男君  ・先週は工

場見学ありがとうございました。三澤君  ・今

週はアイシティ 21で高市早苗ちゃんに会え

ました。小笠原君  ・福田インダストリー様に

金属製のスーツをご提供頂きました。小畑君 

〔会員誕生〕浅川君、村山君 〔夫人誕生〕浅川君、籾山

君、三澤君、 越場君、高木君、塚田君   

〔皆出席〕太田君、望月君 〔結婚記念〕佐々木君 

〔何となく〕北村君  〔写真掲載〕井上君、百瀬正容君、

舘島君、百瀬敏男君、北澤君、永田君、小笠原君 

☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

司会 望月プログラム副委員長 

【講演者紹介】    

籾山国際奉仕委員長 
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【ゲスト講演】 

チャンチーユエン様   

信州大学グローバル化推進センター 

私が日本文化に触れるようにな

ったきっかけについて話します。多

くの人が日本文化と聞いて、まず思い浮かべるのは、アニ

メや漫画かもしれない。しかし私の場合、アニメにはあまり

関心がなく、むしろ早い段階から、日本文学という静かな世

界に引き寄せられた。中学生の頃、初めて読んだ日本文

学作品が、『伊豆の踊子』や『ノルウェイの森』だった。当時

は、日本語も日本文化もほとんど理解できておらず、作品

の背景や時代性を意識する余裕もなかったが、登場人物

たちが抱える孤独や、言葉にならない不安、心の揺れには、

不思議と強く心を掴まれた記憶がある。 

高校生になると、さらに多くの日本文学に触れるようにな

った。ある日、授業中にこっそり『雪国』を読んでいたところ

を先生に見つかり、本を没収されたことがある。当時の私に

とっては、それほどまでに物語の世界が現実よりも強い引

力を持っていた。冒頭、「国境の長いトンネルを抜けると雪

国であった」という一文は、一瞬で白く静まり返った世界を

立ち上がらせる。詳細な説明はほとんどないに、冷たい空

気、音のない風景、人の気配までもが自然と想像される。こ

の一文に、日本文学が持つ表現の力、そして沈黙や余白

の豊かさを強く感じずにはいられなかった。 

やがて日本文化への関心は文学だけにとどまらなくなり、

日本史へと広がっていった。そのきっかけとなったのは大

河ドラマで、『秀吉』や『真田丸』そして近年の『鎌倉殿の十

三人』などを通して、歴史上の人物が感情を持ち、迷い、

選択を迫られる存在として描かれるのを見て、日本史が一

気に身近なものになった。歴史は、結果を暗記するための

ものではない。無数の選択肢の中から、たまたま一つが選

ばれ、その積み重ねとして今が存在している。その事実を

知ることで、過去は単なる過去ではなく、今の私たちと地続

きのものとして立ち上がってくる。文学も、歴史も、私にとっ

ては常に同じ方向を向いていた。日本文学に描かれる沈

黙や余白、日本史に繰り返し現れる栄枯盛衰は、どちらも

人間の弱さや迷い、そしてそれでも生きようとする姿の美し

さを、静かに映し出している。 

もちろん、今でも日本語は難しい。

日本語の文章と向き合う時間は、自

分自身の思考と向き合う時間でもあ

り、その積み重ねが、少しずつ世界

の見え方を変えてくれる。私にとって

日本語学習の原点は、アニメでも流

行でもなく、一冊の文学作品と、一つ

の歴史の場面だった。そこから始まっ

た関心は、今も形を変えながら続い

ている。これからも日本語を通して、文学と歴史の中に生き

た人々の声に耳を傾け、人が生きるとはどういうことなのか

を考え続けていきたい。 

リ コウリン様   

松本大学 交換留学生 

松本に来たばかりの頃、私は迷

っていました。言葉や文化の違いの

中で「自分はここで何ができるのだ

ろう」「なぜ日本に来たのだろう」と考える日々が続いていました。 

そんな中、私の心に深く残る出来事があります。松本に来た

ばかりの頃、寮の近くは交通の便が良くないことを聞いて、事

前に中国から自分の自転車を郵送してもらいました。自分で組

み立てたけど慣れていないせいでうまくできなくて、試し乗りの

時に転んでしまいました。それから説明のウェブを見ながら直

し、防犯登録のため近くの自転車店を訪れました。登録を終え、

先程転んだことを思い出し自転車の状態を確認してほしいと

思いましたが、その時「転ぶ」という日本語が急に頭の中で出

てきませんでした。身振りや手振りで必死に伝えようとする私を

見て、店の年配の男性は少し驚いた様子でした。「お嬢さんは、

どこ出身ですか。」「私は中国人です、松本大学に留学してい

ます」と伝えました。するとその方は、とても自然な中国語で自

己紹介をしてくださいました。驚いたのはその発音の正確さで、

その方は、約10年前から、この近くで地域交流活動に関わり、

松本大学の留学生と知り合って、中国語を学ばれたそうです。

当時は、50 人ほどの中国人留学生が地域と交流していたと聞

き、現在の状況との大きな違いに強い衝撃を受けました。その

時、私は初めてコロナ禍によって国際交流が静かに、しかし確

実に失われていった現実を実感しました。それから、当時の交

流活動や今も続いている活動について教えてくれました。最後

に「ぜひ地域活動に参加してね」と声をかけてくださったその一

言は、迷っていた私の心に静かに響きました。 

現在、日本と中国の関係は、必ずしも良好とは言えな

い状況にあるかもしれません。しかしこの出会いを通して、

私は国と国の関係がどれほど複雑であっても、人と人と

のつながりは、誠実で温かいものであり続けることができ

る、と強く感じました。この経験をきっかけに、私は地域

活動や国際交流に少しずつ関わるようになりま

した。私は、山本さんのように、誰かと誰かをつなぐ

「架け橋」のような存在になりたいと願っています。一

人ひとりの小さな出会いや思いが積み重なり、やがて

それが国と国をつなぐ力になります。日中関係も、そう

した人と人との交流の積み重ねによって、少しずつ、

より良い未来へと向かっていくのではないでしょうか。 

【点鐘 13：30】       村山会長 

今週の シネマ画報 
「アラビアのロレンス〜砂漠のバランスシート」 


